
青

山

語

文
　
　
第
五
十
五
号

二
〇
二
五
年
三
月
一
五
日　

印
刷

二
〇
二
五
年
三
月
一
八
日　

発
行

	

〒
一
五
〇 

│ 

八
三
六
六

編
集
・	

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
四
─
四
─
二
五

発
行
所	

青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会

代
表
者	

　
　
　
　

小　

松　

靖　

彦

印
刷
所	

東
京
都
杉
並
区
和
田
一
─
十
四
─
十
三

	

共
立
印
刷
株
式
会
社

「
青
山
語
文
」
投
稿
規
程

一
、
日
本
文
学
会
の
会
員
（
甲
会
員
・
乙
会
員
）
は
本
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
投
稿
希
望
者
は
、
毎
年
六
月
末
日
ま
で
に
論
文
題
目
を
届
け
出
、
八
月
末
日
ま
で

に
原
稿
お
よ
び
英
文
題
目
を
提
出
す
る
。

一
、
原
稿
は
、
本
文
・
注
・
挿
図
等
合
わ
せ
て
一
万
六
〇
〇
〇
字
（
四
〇
〇
字
詰
原
稿

用
紙
換
算
四
〇
枚
）
以
内
を
限
度
と
す
る
。
刊
行
段
階
で
、
規
定
の
ペ
ー
ジ
数
を

超
過
し
た
場
合
、
調
整
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

一
、
原
稿
一
枚
目
に
、
題
目
と
執
筆
者
名
、
本
文
・
注
・
挿
図
等
を
合
わ
せ
た
合
計
文

字
数
を
記
す
こ
と
。

一
、
原
稿
は
縦
書
き
を
原
則
と
し
、
Ｕ
ｎ
ｉ
ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
の
範
囲
の
文
字
を
用
い
る
。

一
、
原
稿
は
、
一
行
二
八
文
字
、
毎
ペ
ー
ジ
二
三
行
を
推
奨
す
る
。

一
、
図
版
の
掲
載
を
必
要
と
す
る
場
合
、『
青
山
語
文
』
の
組
版
に
お
け
る
占
有
面
積

に
よ
り
文
字
数
を
換
算
す
る
。
図
版
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
ま
ま
版
下
と
し
て
使

用
で
き
る
鮮
明
な
も
の
と
し
、
掲
載
希
望
の
縦
・
横
の
寸
法
を
明
示
す
る
。

一
、
注
の
通
し
番
号
は
、
原
則
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
上
下
に
括
弧
を
付
し
た
形
式

（（
１
）（
２
））
に
統
一
し
、
通
し
番
号
を
施
し
て
全
文
の
末
尾
に
ま
と
め
る
。

一
、
投
稿
の
際
に
は
、
原
稿
に
加
え
て
原
稿
の
電
子
デ
ー
タ
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
・
メ
ー

ル
添
付
等
を
使
用
）・
要
旨
（
一
二
〇
〇
字
以
内
）・
英
文
題
目
を
添
え
る
。

一
、
投
稿
は
郵
送
・
メ
ー
ル
等
で
の
電
子
デ
ー
タ
送
信
、
い
ず
れ
も
可
と
す
る
。

一
、
原
稿
と
要
旨
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
部
を
提
出
す
る
（
デ
ー
タ
送
信
の
場
合
は
各
一
部

で
可
）。

一
、
採
否
は
日
本
文
学
会
編
集
委
員
会
が
決
定
す
る
。

一
、
執
筆
者
に
は
本
誌
二
部
お
よ
び
抜
刷
り
三
〇
部
を
進
呈
す
る
（
三
〇
部
以
上
の
抜

刷
り
を
必
要
と
す
る
場
合
は
実
費
負
担
）。

一
、執
筆
者
は
、掲
載
論
文
お
よ
び
そ
の
他
の
著
作
物
の
印
刷
、電
子
的
記
録
媒
体
（
Ｃ

Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
等
）
へ
の
変
換
・
複
製
、
学
内
外
へ
の
配
布
を
、

原
則
と
し
て
許
諾
す
る
も
の
と
す
る
。

一
、
執
筆
者
は
、
本
学
及
び
本
学
が
委
託
す
る
機
関
等
に
対
し
て
、
掲
載
論
文
お
よ
び

そ
の
他
の
著
作
物
の
送
信
可
能
化
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
で
の
学
内

外
へ
の
公
開
を
、
原
則
と
し
て
許
諾
す
る
も
の
と
す
る
。
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